

取扱注意		
		
STAR式行動記録シート

　　具体的名称：__省庁との交渉（省エネ法交渉を例に）_

	



	分野
	項目
	内容

	S:Situation
状況・前提
	Who？誰が/誰と？
	私　／　経済産業省

	
	When？いつ？
	家電部所属時代

	
	Where?どこで？
	経済産業省　資源エネルギー庁　省エネ対策課

	
	Why?何故？
	過度な省エネは、本来必要な機能を損ねるため、過度な規制にならぬよう交渉が必要。炊飯器は食味が落ちるため、業界統一の見解を説明し、過度な規制をやめてもらう必要があった。

	T:Task
任務・課題
	What?何を？
	省エネ法・炊飯器の消費電力の基準

	
	Goal?目標は？
	過度な省エネ規制にならないようにすること
＝炊飯器の味を守ること。

	
	Role？役割は？
	電機メーカを招集、戦略会議を開催。
戦略を立案。
メーカ意見をまとめ、経済産業省と交渉

	A:Action
行動・発言
	How？どうした？
	「味」の基準をつくることを提案。
最低必要な消費電力とその根拠を検討。

	
	Means?手段？
	「味」と消費電力の因果関係がわかる資料を作成し、論理的に最低必要な消費電力を主張。

	
	How Much？
どのくらい？
	１週間で電機メーカの意見を取りまとめ、短期勝負で経済産業省と交渉実施。

	R：Result
結果・反応
	Success?
うまく行ったこと？
	交渉成功し、過度な規制を避けることができた。
１週間という短期で成果をあげた。

	
	Failure?
失敗したこと？
	特になし。メーカから大きな評価を頂いた。

	
	Learning?
学んだこと？
	[bookmark: _GoBack]交渉の際は、客観的なデータを用いて交渉することが効果的。

	特記事項
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